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５
月
10
日
、
庄
原
市
と
庄
原
市
内
郵
便
局

は
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

づ
く
り
お
よ
び
災
害
時
の
相
互
協
力
に
よ
り

円
滑
な
対
応
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
地

域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
お
よ
び

「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」

で
は
、
庄
原
市
内
郵
便
局
は
、
郵
便
配
達
な

ど
の
業
務
中
に
高
齢
者
な
ど
の
異
変
、道
路
・

河
川
な
ど
の
異
状
、
不
法
投
棄
が
疑
わ
れ
る

廃
棄
物
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
、
そ
の
情
報

を
市
に
提
供
し
、
市
は
状
況

に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
対
応
し
ま
す
。

　
「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
協

力
に
関
す
る
協
定
」
で
は
、

長
期
の
避
難
所
生
活
が
必
要

と
な
る
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
避
難
所
へ
の

臨
時
郵
便
差
出
箱
設
置
や
郵

便
物
の
取
集
・
交
付
な
ど
に

つ
い
て
相
互
に
協
力
を
要
請

し
、
協
力
内
容
を
協
議
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

締
結
式
で
、
庄
原
郵
便
局

の
上か

み
か
わ川
実み

の
る

局
長
は
「
昨
年
10

月
に
、
民
営
化
後
10
年
を
迎

え
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
は

社
会
的
使
命
と
考
え
て
い
る
。

市
と
協
力
し
、
地
域
に
愛
さ

れ
地
域
と
共
生
で
き
る
存
在

で
あ
り
続
け
る
よ
う
努
め
る
」

と
話
し
、
木
山
耕
三
市
長
は

協定締結式で握手する木山市長（左）と上川庄原郵便局長（右）

庄原市内郵便局と協定を締結
安心して暮らせる地域社会と災害時の相互協力の取組み

行政
管理課

　

４
月
23
日
、
比
和
中
学
校
が

「
平
成
30
年
度
子
供
の
読
書
活

動
優
秀
実
践
校
」
と
し
て
、
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
学
校
図
書
館
を
活
用
し
た

授
業
づ
く
り
や
学
校
司
書
と
連

携
を
図
っ
た
読
書
環
境
の
工
夫

に
取
り
組
み
、
生
徒
の
読
書
意

欲
を
高
め
、
本
を
し
っ
か
り
読

ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

庄
原
市
で
は
、
昨
年
度
の
美

古
登
小
学
校
に
続
き
、
２
年

連
続
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
は
５
月
１
日
、
地
域
づ
く
り
協
力
隊
員

と
し
て
活
動
し
て
も
ら
う
ハ
ケ
ッ
ト･

デ
ミ

ア
ン･

ジ
ュ
ー
ド
さ
ん
の
辞
令
交
付
式
を
行

い
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
協
力
隊
と
は
、
国

が
定
め
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進
要
綱
に

基
づ
い
た
新
た
な
運
用
形
態
で
、
自
治
振
興

区
へ
配
置
し
、
地
域
協
力
活
動
を
通
じ
て
当

該
地
域
へ
定
住
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

　

ハ
ケ
ッ
ト
さ
ん
は
、
敷
信
自
治
振
興
区
内

で
炭
素
循
環
農
法
に
よ
る
無
肥
料･

無
農
薬

の
野
菜
作
り
の
普
及
活
動
を
行
い
ま
す
。
木

山
耕
三
市
長
は
、「
地
域
の
資
源
と
魅
力
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
敷
信
地
区
の
課
題
解
決

の
た
め
一
日
も
早
く
地
域
に
溶
け
込
み
、
地

域
づ
く
り
協
力
隊
員
と
し
て
の
活
躍
を
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
激
励
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

　

ハ
ケ
ッ
ト
さ
ん
は
、
地
域
づ
く
り
協
力
隊

員
第
一
号
と
し
て
地
域
で
活
動
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
庄
原
い
ち
ば
ん
動
画

Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
の
グ
ラ
ン
プ
リ
作

品
が
決
定
し
、
４
月
25
日
に
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
！
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ

～
来
て
見
て
感
じ
て
庄
原
市
～
」
を

テ
ー
マ
に
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
を
募

集
。
11
人
・
４
団
体
か
ら
22
点
が
出

品
さ
れ
、
３
月
28
日
の
審
査
会
を
経

て
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
グ
ラ
ン
プ
リ

藤ふ
じ
な
か中　

康こ
う
じ次
さ
ん
（
東
広
島
市
）

作
品
名
「
冬
の
帝
釈
峡
」

※
グ
ラ
ン
プ
リ
お
よ
び
奨
励
賞
受

賞
作
品
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（http://

w
w

w
.city.shobara.hiroshim

a.jp/
m

ain/governm
ent/kohokocho/

koho/cm
/cm

29.htm
l

）

読書環境の工夫などが評価される
平成 30 年度子供の読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰

地域づくりの新たな戦力
地域づくり協力隊員を委嘱

グランプリ作品決定！
庄原いちばん動画 CM コンテスト表彰式

教育
指導課

自治
定住課

行政
管理課

表彰を受けた比和中学校の皆さん

朝読書の様子

隊員第一号のハケット･デミアン･ジュードさん

木山市長から表彰状と目録
が贈られた

ドローンで湖面全体が凍りついた神秘的
な神龍湖の姿が映し出されている

「
市
民
生
活
の
さ
ら
な
る
安
心
安
全
に
つ
な

が
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
変
心
強
く
感

じ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

※
協
定
書
は
、
庄
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（http://w

w
w

.
city.shobara.hiroshim

a.jp/m
ain/

governm
ent/council/post_1017.htm

l

）

表彰状を手に喜ぶ永井清吉さん（宮内町）
※同意をいただけた方のみご紹介しています。

　
「
８
０
２
０
達
成
者
表
彰
事

業
」は
、庄
原
市
歯
科
衛
生
連
絡

協
議
会
の
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。80
歳
以
上
で
自
分
の

歯
を
20
本
以
上
保
っ
て
い
る
方

を
表
彰
し
、歯
の
健
康
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

達
成
者
表
彰
は
前
期
と
後
期

の
年
２
回
行
い
、昨
年
度
は
22
人

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

歯
の
健
康
は
、生
活
習
慣
病
の

予
防
や
健
康
維
持
・
増
進
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
『
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以

上
が
自
分
の
歯
！
』を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

★
８
０
２
０
達
成
者
表
彰
要
件

①
本
年
度
80
歳
に
な
る
方

②
市
内
の
歯
科
医
院
で
歯
科
健

康
診
査（
無
料
）を
受
け
る
こ
と
。

平成29年度８０２０達成者表彰者（順不同・敬称略）
（
庄
原
地
域
）

門
永　

治
一
／
岡
田　

和
男

妹
尾　

眞
弓
／
黒
田　

清
隆

永
井　

清
吉
／
鐡
穴　

孝
登

竹
森　

弘
子

（
西
城
地
域
）

山
田　
　

浩
／
三
上
ヤ
ス
ヱ

大
原　

義
典
／
國
司　

治
市

栃
木　

卓
二
／
赤
木　

数
馬

土
井　

逸
枝
／
松
島　

朝
子

（
東
城
地
域
）

鈴
木　

藤
子
／
牧
田　

勲
夫

瀨
戸　

昭
静

（
総
領
地
域
）

横
山　

玲
子
／
石
井　
　

孝

和
田　

富
江

健康維持・増進のため歯を大切に
8020 達成者表彰事業

保健
医療課

「
庄
原
の
子
供
は
、
い
つ
も
今

読
ん
で
い
る
本
が
鞄
に
入
っ
て

い
る
」
を
合
言
葉
に
読
書
活
動

を
推
進
し
て
い
る
本
市
に
と
っ

て
、
２
年
連
続
の
表
彰
は
、
こ

れ
ま
で
の
読
書
活
動
が
大
い
に

評
価
さ
れ
た
価
値
あ
る
も
の
で

す
。
比
和
中
学
校
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、読
書
を
続
け
て
い
る
、

あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
も
読
書
を

積
極
的
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

本
市
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も

喜
び
と
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。


